
編集後記
2021年度も新型コロナウイルス感染症は収束せず、前期は第 4波の只中で始まり、6月

下旬からは第 5波、そして 11月下旬には強い感染力を持つ変異株オミクロン株が国内で

も確認され、2022年 2月の本稿執筆時点で感染者数は連日過去最多を更新しています。

この間、授業運営や研究活動は大きく制約されながらも、それぞれの領域で奮励努力がな

されてきました。今号に掲載された投稿原稿 3本、特集原稿 5本、彙報 2本から、その一

端を垣間見ることができるでしょう。コロナ禍で情報発信のオンライン化が一挙に進み、

情報流通量も増大するなか、本誌「研究論集」は、本学教員の活動成果や知見を共有し、

社会に開示し、将来にわたって記録に残すためのプラットフォームとして意義を持ち続け

るものと考えています。本誌発行にあたり、査読をお引き受けいただいた先生方をはじ

め、多くの方々にご支援、ご協力をいただきました。深く感謝申し上げます。
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